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九州高体連少林寺拳法専門部
入場者
1 入場を認めるのは、参加者（拳士）、参加者の保護者（県ごとの人数制限あり）、審判員、参加校校長の認める引率者、運営スタッフ、来賓とし、それ以外の入場を禁止する。また下記に該当する者は参加を見合わせること。

　・体調がよくない場合（例：37.5 度以上の発熱・咳・咽頭痛、倦怠感等などの症状がある場合）

　・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合

　・過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合
　・入場者は、大会開催２週間前から指定の健康観察チェックシート【様式１】に体調・体温を記録すること。
2 出場校の引率責任者は、参加生徒の健康観察チェックシート【様式１】の内容を確認し、大会当日に、健康観察チェックシート提出用紙【様式２】を受付にて提出する。健康観察チェックシート【様式１】は、必要に応じて提出してもらう。提出していない参加者や虚偽の内容を報告した参加者は、出場不可とする。高校生以外の入場者は、健康チェックシート【様式１】を受付時に提出する。
③受付時に、専用のスタッフの指示のもと検温及び手指消毒を行うこと。

　・不確かな参加者がいた場合は、状況により参加を許可しない。（一見して体調が悪そうに見える、顔がほてっている、咳、鼻水の症状など風邪の症状が見られる等）

④会場内では競技中以外は持参したマスクを着用し、手洗い、手指と足底の消毒、洗顔を徹底すること。・各自でマスク入れ用のビニール袋等を持参し、携帯しておく。
⑤入場者には、コロナワクチンの接種を推奨する。ただし、接種が出場の条件ではない。

選手
1 競技はマスクなし、気合ありとする。ただし、マスク着用や有声気合なしも認める。
2 召集場所からアリーナまでの移動は、私語をせず隊列を維持して移動すること。

3 待機選手はコートから１m 以上離れた位置に待機すること。

4 演武前と終了後はコート横に設置してある消毒薬で手指～肘・足～膝の消毒を行うこと。
5 呼び出し係に名前を呼ばれた際は、返事ではなく手を挙げ、その後コートに入場して演武を行う。。
6 握手、ハイタッチ、肩を組むなどの競技以外での身体接触を控えること。

7 競技中の声援などの応援は慎むこと

8 タオルなどの共有は行わないこと。
9 予選通過者の発表は、１日目放送で行う。

観客
1 選手の保護者のみ。（各県の参加者数と同数以下であること）
